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Reality of dress construction practice from the perspective of ICT utilization
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製作したブラウスに合わせたコーディネート　　写真２・写真３
　本講座では最終目標のひとつとして、ブラウスが完成した後、着装発表を実施している。ブラウスに
合わせたコーディネートを考え、他の学生を前にして、コーディネートのテーマとコンセプトについて
発表している。
　32人の学生がそれぞれのコーディネートを評価したうえで、着用者の個性を充分に発揮し、好評価を
得て選ばれた２点のコーディネートを紹介する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
写真２　バーバリーチェック柄のブラウスに合わせて、トップスのインナ－とストレートのロングス
カートは黒で決め、ウエストには細めのベルトを締めている。ボルドーカラーの靴に合わせたマニュ
キュアは深紅で決め、ゴールドのイヤリングとブレスレッドがポイントになっている。黒のニットベ
レーボーをかぶり、清楚で可愛い女学生をイメージしたコーディネートに仕上がっている。
写真３　ベージュ地に細かいチェック柄のブラウスに合わせて、トップスのインナーとイレギュラーの
スカートは黒で決め、存在感のあるベルトでウエストをマークしている。黒のショートブーツからわ
ずかに覗く靴下にはブラウスと同色のベージュを用いている。
　　個性的な学生のイメージを上手く表現し、お洒落なコーディネートに仕上がっている。
４　まとめ
　ブラウス製作の実習授業において、学生が最初に取り組む課題として作図がある。黒板やホワイトボー
ドを用いた従来の指導方法では、決められた時間内で教員が丁寧に説明しても、学生全員が正しく理解
し、一斉に作図を進めることは非常に困難であった。
　そこで今回の試みとして、e-Learningを取り入れた授業をおこなうことで、授業時間以外に、どこの
場所にいても、パソコン上で自由に繰り返し学習できるメリットを活かし、アニメーションコンテンツ
のPower Pointを用いた作図手順を落とし込み、教材として授業展開した。
　結果、師範する際に学生の理解を得ることが難しく、学生にとっても非常に分かり難いと思えた作図
が、e-Learningシステムを教材として用いたことで、学生がそれぞれに自分のペースで作業を進めるこ
とができ、何度でも繰り返し確認できる点において、学生から高い授業評価を得ることができた。
　被服教育におけるICT活用が今後の被服製作授業に効果的に繋がることを願いたい。
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